
(57)【要約】

【課題】電源から電力を安定供給することが可能なタイ

ヤ側装着電子装置を提供する。

【解決手段】放電特性が互いに異なる少なくとも２種類

の電源１，２を備えており、その電源１，２を負荷４に

接続している。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 放 電 特 性 が 互 い に 異 な る 少 な く と も ２ 種 類 の 電 源 を 備 え 、 該 電 源 を 負 荷 に 接 続 し た タ イ
ヤ 側 装 着 電 子 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 源 を 切 替 え 回 路 を 介 し て 前 記 負 荷 に 接 続 し た 請 求 項 １ に 記 載 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ２ 種 類 の 電 源 が 放 電 特 性 の 異 な る 電 池 か ら な る 請 求 項 ２ に 記 載 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 池 が 温 度 に よ る 放 電 特 性 の 異 な る 電 池 か ら な る 請 求 項 ３ に 記 載 の タ イ ヤ 側 装 着 電
子 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ２ 種 類 の 電 源 が 一 次 電 池 と 充 電 手 段 に 接 続 さ れ た 二 次 電 池 と か ら な る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 切 替 え 回 路 は Ｍ Ｏ Ｓ 形 Ｆ Ｅ Ｔ か ら な る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、 前 記 負 荷 は タ イ ヤ
の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ と 、 該 温 度 セ ン サ か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い て 前 記 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 を 駆 動 し 、 切 替 え 回 路 を 切 換 え る プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト を 有 す る 請 求 項 ２ ， ３ ま た は
４ に 記 載 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ の 空 気 圧 や 温 度 な ど を 検 出 す る タ イ ヤ 状 態 検 出 装 置 な ど の タ イ ヤ 側 に
装 着 さ れ る タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 電 源 か ら 電 力 を 安 定 供 給 す る
こ と が 可 能 な タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 車 両 の 安 全 走 行 を 向 上 す る た め 、 タ イ ヤ 側 に 装 着 し た タ イ ヤ 状 態 検 出 装 置 に よ り
タ イ ヤ の 空 気 圧 や 温 度 な ど を 検 出 し 、 そ れ ら を 運 転 者 が 走 行 中 に 監 視 で き る よ う に し た 技
術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な タ イ ヤ 状 態 検 出 装 置 な ど の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 に は 、 通 常 、 電 源 と し て 電
池 が 内 蔵 さ れ 、 こ の 電 池 に よ り 圧 力 セ ン サ や 温 度 セ ン サ な ど の セ ン サ 類 や 、 そ の セ ン サ か
ら の 圧 力 情 報 や 温 度 情 報 な ど を 車 両 側 に 送 信 す る 送 信 機 な ど の 負 荷 を 駆 動 す る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 単 一 の 電 源 （ 放 電 特 性 が 同 じ 電 源 ） で あ る た め 、 不 具 合 が 生 じ る 場 合 が
あ る 。 例 え ば 、 電 池 は 化 学 反 応 を 利 用 し て 電 極 間 に 電 位 差 を 生 じ さ せ 、 そ の 電 位 差 に よ り
負 荷 に 電 流 を 供 給 す る 構 造 で あ る た め 、 原 理 的 に 安 定 動 作 を 行 え る 温 度 範 囲 が 狭 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 方 、 タ イ ヤ は 走 行 中 の 発 熱 に よ り 高 温 の 状 態 に な る 一 方 、 降 雪 地 域 な ど の 寒 冷 地 で は
車 両 駐 車 時 に 低 温 の 状 態 と な り 、 そ の 結 果 、 タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 に 内 蔵 し た 電 池 は 低 温
か ら 高 温 ま で 広 範 囲 の 温 度 環 境 に 晒 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 安 定 動 作 を 行 え る 温 度 範 囲 が 狭 い 電 池 で は 、 正 常 に 負 荷 を 駆 動 で き な い 場 合 が
発 生 し 、 電 源 か ら 電 力 を 安 定 供 給 す る 信 頼 性 に 欠 け る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ０ １ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ １ ８ １ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ２ ３ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 源 か ら 電 力 を 安 定 供 給 す る こ と が 可 能 な タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 は 、 放 電 特 性 が 互 い に 異 な る 少 な く
と も ２ 種 類 の 電 源 を 備 え 、 該 電 源 を 負 荷 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 放 電 特 性 を 有 す る 電 源 に 不 具 合 が 発 生 し た 際 に 他 方 の
異 な る 放 電 特 性 の 電 源 か ら 電 力 を 負 荷 に 供 給 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 電 源 か ら 電 力 を
負 荷 に 従 来 よ り 安 定 し て 供 給 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 こ こ で は タ イ ヤ 側 装 着 電 子
装 置 と し て 、 空 気 圧 を 検 出 す る タ イ ヤ 空 気 圧 検 出 装 置 を 例 示 し て い る 。 な お 、 本 発 明 の タ
イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 は 、 タ イ ヤ の 空 気 圧 や 温 度 な ど の タ イ ヤ 状 態 を 検 出 す る タ イ ヤ 状 態 検
出 装 置 な ど 、 タ イ ヤ 側 （ ホ イ ー ル も 含 む ） に 装 着 さ れ 、 内 蔵 し た 電 源 で 駆 動 す る 電 子 機 器
を 備 え た 装 置 で あ れ ば 、 い ず れ の 装 置 も 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 は 、 温 度 に よ る 放 電 特 性 の 異 な る ２ 種 類 の 電 池 か ら な る 電
源 １ ， ２ を 備 え 、 並 列 に 接 続 し た 電 源 １ ， ２ に 切 替 え 回 路 ３ を 介 し て 負 荷 ４ が 電 気 的 に 直
列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 負 荷 ４ は 、 タ イ ヤ の 空 気 圧 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ ５ と 圧 力 セ ン サ ５ の 検 出 値 を 補 正 す る
た め の 温 度 セ ン サ ６ を 有 す る セ ン サ ユ ニ ッ ト ７ と 、 圧 力 セ ン サ ５ か ら 入 力 さ れ た 圧 力 信 号
の 検 出 値 を 温 度 セ ン サ ６ か ら 入 力 さ れ た 温 度 信 号 の 検 出 値 を 用 い て 補 正 処 理 す る プ ロ セ ッ
サ ユ ニ ッ ト （ Ｃ Ｐ Ｕ ） ８ と 、 こ の プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８ で 処 理 し た 信 号 を 車 両 側 に 送 信 す
る 送 信 ユ ニ ッ ト ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８ は 、 更 に タ イ ヤ 空 洞 部 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ ６ か ら 入 力
さ れ た 温 度 信 号 の 検 出 値 に 基 づ き 、 そ の 検 出 値 が 予 め 設 定 し た 所 定 の 温 度 （ 例 え ば 、 ４ ５
℃ ） を 超 え た 際 に 切 替 え 回 路 ３ を 切 替 え る 信 号 を 出 力 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら 電 源 １ ， ２ 、 切 替 え 回 路 ３ 、 及 び 負 荷 ４ が ケ ー シ ン グ （ 不 図 示 ） 内 に 配 置 さ れ 、
そ の ケ ー シ ン グ を タ イ ヤ 内 面 や リ ム な ど に 取 り 付 け る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 源 １ に 使 用 す る 電 池 と し て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 低 温 側 で 安 定 動 作 す る Ｃ Ｒ （ 二 酸
化 マ ン ガ ン ） 電 池 （ 使 用 温 度 上 限 ８ ０ ℃ ） を 好 ま し く 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 源 ２ に 使 用 す る 電 池 と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 高 温 側 で 安 定 動 作 す る Ｂ Ｒ （ 弗 化
黒 鉛 ） 電 池 （ （ 使 用 温 度 上 限 １ ２ ５ ℃ ） を 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 切 替 え 回 路 ３ は 、 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８ か ら 入 力 さ れ た 切 替 え 信 号 に よ り 電 源 １ を 電 源
２ に 切 替 る ス イ ッ チ 片 ３ ａ を 有 し て い る 。 切 替 え 信 号 の 入 力 が な く な る と 、 電 源 ２ が 電 源
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１ に 切 替 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 切 替 え 回 路 ３ は 、 好 ま し く は 、 Ｍ Ｏ Ｓ 形 Ｆ Ｅ Ｔ か ら
な る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 備 え た も の が よ く 、 切 替 え 信 号 に よ り ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 駆 動 し
て 、 電 源 １ ， ２ を 切 替 え る よ う に す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 切 替 え 回 路 ３ は 、 ス イ ッ チ 片 ３ ａ を バ イ メ タ ル か ら 構 成 し 、 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８
か ら の 切 替 え 信 号 を 使 用 せ ず に 、 温 度 変 化 に よ り ス イ ッ チ 片 ３ ａ を 直 接 切 替 わ る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 切 替 え 回 路 ３ の ス イ ッ チ 部 分 を 遠 心 ス イ ッ チ 或 い は 速 度 ス イ ッ チ か ら 構 成 し 、 プ
ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８ か ら の 切 替 え 信 号 を 使 用 せ ず に 、 タ イ ヤ の 回 転 と 共 に 電 子 装 置 に 加 わ
る 遠 心 力 が 所 定 の 遠 心 力 を 超 え る と 、 或 い は 車 両 の 速 度 が 所 定 の 速 度 を 超 え る と 電 源 １ を
電 源 ２ に 切 替 え 、 そ れ 以 下 で は 図 １ の 電 源 １ に 接 続 さ れ た 状 態 と な る よ う に し て も よ い 。
タ イ ヤ の 温 度 は 、 車 両 の 速 度 が 増 加 す る と 共 に 上 昇 し 、 ま た 速 度 の 増 加 と 共 に 電 子 装 置 に
加 わ る 遠 心 力 が 上 昇 し 、 タ イ ヤ の 温 度 と 車 両 速 度 と 遠 心 力 は そ れ ぞ れ 比 例 関 係 に あ る た め
、 遠 心 ス イ ッ チ や 速 度 ス イ ッ チ の 使 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 負 荷 ４ に 対 し て 温 度 に よ る 放 電 特 性 の 異 な る 電 池 か ら な る 電
源 １ ， ２ を 切 替 え 回 路 ３ を 介 し て 接 続 す る こ と で 、 低 温 時 で あ っ て も 高 温 時 で あ っ て も い
ず れ か 一 方 の 電 源 を 安 定 作 動 さ せ る こ と が で き る た め 、 電 源 か ら 電 力 を 負 荷 ４ に 安 定 供 給
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の タ イ ヤ 側 装 着 電 子
装 置 は 、 並 列 接 続 し た 、 電 池 か ら な る 電 源 １ １ と 車 両 走 行 時 に 発 電 す る 発 電 装 置 か ら な る
電 源 １ ２ と を 備 え 、 こ れ ら 電 源 １ １ ， １ ２ に 負 荷 １ ３ が 直 列 接 続 さ れ て い る 。 各 電 源 １ １
， １ ２ に 直 列 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド １ ４ を 介 し て 、 負 荷 １ ３ に 電 力 を 供 給 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 源 １ １ の 電 池 と し て は 、 車 両 停 止 時 に 負 荷 １ ３ に 電 力 を 供 給 可 能 で あ れ ば 、 い ず れ の
一 次 電 池 で あ っ て も よ い 。 電 源 １ ２ を 構 成 す る 発 電 装 置 と し て は 、 従 来 公 知 の も の が 使 用
可 能 で あ り 、 圧 電 素 子 を 用 い た も の （ 例 え ば 、 特 開 昭 ５ ６ － １ ２ ４ ５ ０ ４ 号 公 報 参 照 ） や
、 永 久 磁 石 を 有 す る 発 電 ロ ー タ に よ り ス テ ー タ に 巻 回 し た 誘 電 コ イ ル に 起 電 力 を 発 生 さ せ
る も の （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ８ ９ ２ ３ 号 公 報 参 照 ） な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 車 両 が 停 止 中 は 、 負 荷 １ ３ に 電 源 １ １ か ら 電 力 が 供 給 さ れ る 。 車 両 が 走 行 し 、 電 源 １ ２
で あ る 発 電 装 置 の 電 圧 が 電 源 １ １ よ り 高 く な る と 、 電 源 １ １ ， １ ２ が 切 替 わ り 、 負 荷 １ ３
に は 電 源 １ ２ か ら 電 力 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 放 電 特 性 の 異 な る ２ 種 類 の 電 源 １ １ ， １ ２ に よ り 、 負 荷 １ ３ に 適 宜 電 力 を 供
給 す る こ と に よ っ て も 、 一 方 の 放 電 特 性 の 電 源 に 不 具 合 が 発 生 し た 際 に 他 方 の 異 な る 放 電
特 性 の 電 源 か ら 電 力 を 負 荷 １ ３ に 供 給 す る こ と が で き る の で 、 負 荷 １ ３ に 対 し て 電 力 の 安
定 供 給 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 電 源 １ ２ は 、 発 電 装 置 に 代 え て 、 燃 料 電 池 な ど を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 更 に 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の タ イ ヤ 側 装 着
電 子 装 置 は 、 図 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 電 源 １ ２ を 発 電 装 置 （ 充 電 手 段 ） ２ １ と コ ン デ ン
サ （ 二 次 電 池 ） ２ ２ と を 並 列 接 続 し て 構 成 し た も の あ る 。 走 行 時 に 発 電 す る 発 電 装 置 ２ １
か ら の 電 力 が コ ン デ ン サ ２ ２ に 蓄 積 さ れ 、 電 源 １ ２ の 電 圧 が 電 源 １ １ よ り 高 い 間 は 、 車 両
停 止 時 に も 電 源 １ ２ か ら 負 荷 １ ３ に 電 力 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 こ の よ う に 電 源 １ １ を 一 次 電 池 と し 、 電 源 １ ２ を 充 電 手 段 に 接 続 さ れ た 二 次 電 池 と か ら
構 成 し て も 、 一 方 の 放 電 特 性 の 電 源 に 不 具 合 が 発 生 し た 際 に 他 方 の 異 な る 放 電 特 性 の 電 源
か ら 電 力 を 負 荷 １ ３ に 供 給 す る こ と が で き る の で 、 電 力 の 安 定 供 給 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ の 電 源 １ ２ は 、 発 電 装 置 ２ １ に 代 え て 、 車 両 側 か ら 負 荷 １ ３ に 送 信 さ れ た 呼 び 掛 け
波 を 誘 電 コ イ ル で 起 電 力 に 変 え る よ う に し た 充 電 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ ， ５ の 実 施 形 態 に お い て も 、 ダ イ オ ー ド １ ４ に 代 え て 、 図 １ の よ う に 切 替 え
回 路 ３ を 接 続 す る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 、 電 源 １ ２ の 電 圧 が 電 源 １ １ の 電 圧 を 超 え
た 場 合 に 、 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ８ が 切 替 え 信 号 を 出 力 す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 放 電 特 性 が 互 い に 異 な る ２ 種 類 の 電 源 １ ， ２ （ １ １ ， １ ２ ） を 備 え
た タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 放 電 特 性 が 互 い に 異 な る ３ 種 類
以 上 の 電 源 を 有 す る も の で あ っ て も よ く 、 放 電 特 性 が 互 い に 異 な る 少 な く と も ２ 種 類 の 電
源 を 備 え た も の で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 一 実 施 形 態 の 回 路 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｃ Ｒ 電 池 の 放 電 特 性 を 示 す グ ラ フ 図 で あ り 、 横 軸 は 持 続 時 間 （ ｈ ） 、 縦 軸 は 電 圧
（ Ｖ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｂ Ｒ 電 池 の 放 電 特 性 を 示 す グ ラ フ 図 で あ り 、 横 軸 は 持 続 時 間 （ ｈ ） 、 縦 軸 は 電 圧
（ Ｖ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 他 の 実 施 形 態 の 回 路 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の タ イ ヤ 側 装 着 電 子 装 置 の 更 に 他 の 実 施 形 態 の 回 路 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ， ２ 　 電 源 （ 電 池 ）
　 ３ 　 切 替 え 回 路
　 ４ 　 負 荷
　 ６ 　 温 度 セ ン サ
　 ８ 　 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト
　 １ １ ， １ ２ 　 電 源
　 １ ３ 　 負 荷
　 １ ４ 　 ダ イ オ ー ド
　 ２ １ 　 発 電 装 置 （ 充 電 手 段 ）
　 ２ ２ 　 コ ン デ ン サ （ 二 次 電 池 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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